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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当社グループの主力である「製粉及び食品事業」の当第３四半期の経営成績は、小麦粉製品の販売数量が前年

同期を上回ったものの、前年・前々年の輸入小麦価格改定の影響で、売上高は前年同期並みとなりました。一方、

全組織・グループにおいて効率化・コスト削減など収益力向上の取組みを推進したことから、利益面は前年同期

を上回りました。なお、㈱増田製粉所との更なる連携強化のため、前年12月に同社を公開買付けにより連結子

会社としました。 

 「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～９月）は、売上高は前年同期並みとなりましたが、フード

コストの上昇や人件費等の経費が嵩んだことから、利益面は減益となりました。 

 「運送事業」の日東富士運輸㈱は、売上高は前年同期並みとなりましたが、配送の効率化や減価償却費の減少

等により、増益となりました。 

以上の結果、当社グループの第３四半期業績は、売上高 363 億 2 千 6 百万円（前年同期比 1.2％減）、 

経常利益24億1千5百万円（前年同期比8.9％増）、㈱増田製粉所株式の追加取得に伴う負ののれん発生益等の 

特別利益が増加した等ことから、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億4千1百万円（前年同期比21.6％

増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期末の財政状態は、㈱増田製粉所を連結子会社化した影響等による土地や建物及び構築物等の固定

資産等が増加したことにより、総資産は前連結会計年度末比22億2千9百万円増加し、468億8千3百万円と

なりました。純資産は利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末比25億8千7百万円増加し、326億9千

万円となり、自己資本比率は68.7％になりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

「製粉及び食品事業」につきましては、国内市場は少子高齢化の進行や、人口減少による需要の後退が販売競

争を一段と激化させ、この先も難しい事業運営が予想されます。これらに備え競争力を更に強化する必要があり

ます。 

「外食事業」では、業界内での競争激化と消費者の節約志向が続くなか、各店舗に合わせた効果的な事業運営

が必要とされています。また、消費者の食の安全・安心に対する意識も一段と高まっており、これに応える店舗

運営にも注力して参ります。 

当社グループを取り巻く環境は今後更に厳しくなることが予想されますが、「原料調達・製造・販売・開発・

物流」が一体となり、徹底した効率の追求と競争力の強化に取り組むとともに、三菱商事グループ各社との連携

強化や、子会社の㈱増田製粉所との開発・営業面でのシナジー効果をさらに増加させることにより業績拡大に向

けて最大限努力していく所存です。 

 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当社は、当第３四半期連結会計期間において、㈱増田製粉所の普通株式に対する公開買付けを通じて 

同社株式を取得した結果、㈱増田製粉所に対する当社の議決権所有割合は50％超となり、当第３四半期 

連結会計期間より、同社および同社の連結子会社である兼三㈱を連結の範囲に含めております。 

 なお、㈱増田製粉所の資本金の額が当社の資本金の額の100分の10に相当する額以上であることから、 

同社は当社の特定子会社に該当いたします。 

当連結子会社の四半期会計期間の末日は12月31日であり、当第３四半期連結決算日と一致しているため、

当第３四半期連結累計期間においては貸借対照表のみを連結しております。 

また、当第３四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与える見込みで

あります。当該影響の概要は、連結貸借対照表における総資産および総負債額の増加、連結損益及び包括

利益計算書における特別利益（負ののれん発生益）等であります。 

詳細は、P８「３．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（企

業結合等関係）」をご参照ください。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 31,804 4,781 183 36,768 ― 36,768 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

9 0 1,446 1,456 △1,456 ― 

計 31,814 4,781 1,629 38,225 △1,456 36,768 

セグメント利益 1,702 115 131 1,949 25 1,974 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日) 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 31,374 4,777 173 36,326 ― 36,326 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

7 0 1,447 1,455 △1,455 ― 

計 31,382 4,777 1,621 37,781 △1,455 36,326 

セグメント利益 1,961 98 161 2,222 △55 2,166 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

  （子会社の取得による資産の著しい増加） 

    当第３四半期連結会計期間において、㈱増田製粉所の普通株式を追加取得し、連結範囲に含めた事に

より、前連結会計年度の末日に比べ、「製粉及び食品事業」のセグメント資産が 6,205 百万円増加して

おります。 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「外食事業」セグメントにおいて、収益性が低下しており、将来キャッシュ・フローがマイナスと 

見込まれる店舗資産の減損損失を計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において1百万円であります。 

 

  （重要な負ののれん発生益） 

    当第３四半期連結会計期間において、㈱増田製粉所の普通株式を追加取得し、連結範囲に含めた事に

より、「製粉及び食品事業」のセグメントにおいて、負ののれん発生益を 296 百万円計上しております。 

 

(企業結合等関係) 

取得による企業結合 

(1) 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称およびその事業の内容 

被取得企業の名称  ㈱増田製粉所 

事業の内容     小麦粉・ふすま・プレミックス粉の製造・販売及び乾麺の製造・販売 

 

② 企業結合を行った主な理由 

当社及び㈱増田製粉所の中核業務である製粉業界を取り巻く環境は、小麦売渡制度の変更により原料

小麦の調達価格が大きく変動する中で、少子高齢化や消費者の節約志向もあり、販売競争が激化するな

ど厳しさを増しております。製粉各社は経営環境の変化に耐えうる企業体質の一層の強化が求められて

おります。 

  このような環境に対処するため、当社と㈱増田製粉所は、平成21年３月に、生産・販売・物流体制

の強化及び効率化の推進を目的として業務提携契約を締結、同時に同社株式2,800,000株（提出日現在

は株式の併合により280,000株[所有割合30.71％]）を取得し、㈱増田製粉所を持分法適用関連会社とし

ております。業務提携以降、当社と㈱増田製粉所は主に既存事業を互いに補完し、また、最適化するこ

とを中心としてシナジーの創出に努めてまいりました。 

  両社間の提携関係をより強固な資本関係のもとで事業に取組み、双方がお互いの事業の根幹を成す

資産、経営資源、システム、ノウハウなどの相互提供・活用を推進させることによって、また、両社が

一体となって迅速な経営判断を行うことが両社の企業価値をより一層向上させることになると考え、㈱

増田製粉所の完全子会社化が最善の方法であるとの結論に至りました。 

 

③ 企業結合日 

平成29年12月31日 

 

④ 企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式の取得 

 

⑤ 結合後企業の名称 

変更はありません。 

    

⑥ 取得した議決権比率 

取得直前に所有していた議決権比率 30.7％ 

追加取得した議決権比率       61.5％ 

取得後の議決権比率         92.2％ 

 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が㈱増田製粉所の株式を公開買付けにより取得したためであります。 
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(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間 

被取得企業の四半期会計期間の末日は12月31日であり、当第３四半期連結決算日と一致しているため、

当第３四半期連結累計期間においては貸借対照表のみを連結しており、四半期連結損益及び包括利益計

算書に被取得企業の業績は含まれておりません。 

 

(3) 被取得企業の取得原価および対価の種類ごとの内訳 

追加取得直前に保有していた㈱増田製粉所の企業結合日における時価  1,338百万円 

企業結合日に追加取得した㈱増田製粉所の株式の時価         2,695百万円 

取得原価                             4,033百万円 

 

(4) 被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計金額との差額 

段階取得に係る差損  116百万円 

 

(5) 発生した負ののれん発生益の金額および発生原因 

① 発生した負ののれん発生益の金額 

296百万円 

 

② 発生原因 

㈱増田製粉所の企業結合時の時価純資産額が取得原価を上回ったためであります。 
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